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地域の“ほっとけない”課題を考える！

　9月28日、ほっとかへんネット東灘（社会福祉
法人連絡協議会）は、実務者情報交換会を開催
した。当日は、1～3年目の若手職員を中心に21
法人31名の参加のもと、業種を越えたネット
ワークを強化するとともに、より具体的な地域
の“ほっとけない”課題を抽出し、共有を図った。
　参加者からは、「業種が異なっても通じると
ころがあり、共に考える必要性を感じた」、「考
え方の幅が広がった」といった声が寄せられ
た。今後は、中堅職員や管理職クラスの職員が
集まる会議を
通じて、地域課
題に対応した
具体的な事業
を協議していく
予定だ。

神戸市東灘区

地域福祉ホットニュース 県内の新しい取り組みや
イチオシ情報を紹介します。

黒田裕子さんの現場主義を引き継ぐ

　阪神・淡路大震災をはじめ、国内外の自然災
害で被災者支援に尽力した黒田裕子さん（故
人）の思いを受け継ぎ、認定NPO法人しみん基
金・KOBEが、今年10月に「黒田裕子賞」を創設
した。同賞は、黒田さんの現場主義、被災者への
寄り添い、温かさを備えた活動をたたえるもの
で、毎年１団体または個人を表彰する。
　初の受賞は、神戸市内の団体職員の市川英恵
さん。大学生の時から災害復興住宅でのお茶会
や戸別訪問などに取り組むほか、住居問題で不
安を抱える高
齢者の支援を
続けており、黒
田さんの思いが
着実に受け継
がれている。

神戸市中央区

「地域の課題って何だろう？」と考える若手職員 10月26日に開催された表彰式
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　地域の人たちが住み慣れたまちで安心して暮らせる
よう、住民同士の交流や支え合いの場となるコミュニ
ティカフェの取り組みが県内でも広がっているよ。
　今回は高齢者や子ども、学生など世代を超えて交
流ができる活動を行っている「まちcafeなごみ」の取
り組みをのぞいてみよう！ 

取材を終えて
　取材中もなごみに来られていた利用者の方に、
田村さんはさりげなく声を掛けておられました。な
ごみでは、まずは１人でも気軽に立ち寄ることがで
きるよう、あえてカウンター席を多く設けているそ
うです。こういった住民が気軽に集えるきっかけづ
くりによって地域につながりが生まれるんだなと感
じました。

“住み続けたいまち”を目指して
～まちcafeなごみから広がる地域のつながり～

まちcafeなごみ
西宮市東鳴尾町２丁目１６-１９-１０２

ＴＥＬ：０７９８-２０-２３３３

ぬくもりが感じられるアットホームな店内

大学生による地域つどい場マップ作成の様子

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。
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もっと知ろう！障害者差別のないまちづくり

　平成18年に設立した株式会社エスコアハーツは、株式
会社ノーリツの特例子会社（※）で、従業員144名のうち障
害者が43名在籍している。
　業務は給湯器部品の製造やメンテナンス、印刷や発送
作業、事務の代行など多岐にわたるが、同社の受け入れの
工夫によって健常者と障害者が分け隔てなく働き、相互理
解のチームワークによって業務が支えられている。
　同社では、障害者が働きやすい環境を整えるため、次の
ような取り組みを行っている。

障害に配慮した職場環境づくり 　「一番重要なことは雇用を定着させること。就職して
から定年まで働くことができる『ハッピーリタイア』を目
指している。企業の経済的価値や社会的価値だけでな
く、自分たちらしさである『感謝＊ぬくもり＊信頼』を届
けたい」と同社。
　同社のように
「障害に配慮した
職場環境づくり」が
いっそう進むこと
で、障害者の就労
を後押しし、障害
者の自立支援にも
つながっていく。

株式会社エスコアハーツ
加古郡稲美町国安1123
TEL 079-492-6688

・個々の特性に合わせた職域職能開発、部署配置の柔軟性
・人事考課や賃金・登用制度、面談の実施
・障害者が障害者に業務を教えることによる自立促進
・福祉施設や行政と連携し、就労者の生活面を支援
・業務を分かりやすくするため、図で解説した手順書を順次作成
・最寄り駅からバスを運行して通勤

※特例子会社・・・障害者の雇用の促進および安定を図るため、事
業主が障害者の雇用に特別に配慮した子会社
として、厚生労働大臣が認定。県内に24社ある
（平成29年10月1日現在）。
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